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1 は じ め に

リンゴに対する消費者の嗜好や購入意識を明らかにし,

今後の消費宣伝活動,新品種育成のための基礎資料とする

ために,一般消費者を対象としたアンケート調査を行った。

2試 験 方 法

1998～2000年に開催された「秋田産くだもの消費者満喫

フェア」(秋田県農産園芸課主催)に おいて,来場 した一

般消費者に対して簡単なアンケート調査を行った。

アンケートの設問内容は,主にリンゴの消費に関するも

のとし,各年ではぼ異なる内容とした。

調査結果は単純集計すると共に,判別分析,因子分析に

よる解析を行った。

3 試験結果及び考察

今回のアンケートは,県内産果物の試食,販売及び果物
に関する資料展示を行ったイベント内で行ったものである。

このイベントに立ち寄った消費者は,多少でも果物に興味

を持つ人であると思われるため,対象の選択が完全に無作

為ではない。例えば,リ ンゴを食べる頻度に関する設間に

対して週に一度以上食べているという回答が,約 9割 と高

く,回答者の偏りを象徴した結果となっている。しかし,

そのような偏りの中でも,リ ンゴの嗜好品としての存在感

の低下や,甘い品種が好まれる傾向などが読みとれるため
,

これらの結果についてはリンゴに対して強い関心を持たな

い一般消費者に対してもあてはまると考えられる。

○リンゴを食べる頻度 :

リンゴを食べる頻度について,3か年にわたって質問を
行ったが,いずれの年も約 9割の回答者が週に一度以上は

リンゴを食べているという結果が得られた (データ示さず)。

食べる量や機会は,全体の441%が変化は無いとしたが ,
少なくなったとした回答は318%と ,多 くなったとした割

合を上回る結果となった (データ示さず)。 この結果と消

費に関する設間との関係を判別分析したところ,健康に対

する意識や食味の安定が影響していた (表 5)。 また, リ

ンゴよりも食べたい嗜好品があるとした回答者は全体の771

%と なり,若い世代ほどこの傾向は強かった。また, リン

ゴ以外の果物をよく食べる割合は759%で ,こ の割合に世
代間の差はみられなかった (表 5)。

このことは,現在でも消費者はリンゴを食べているが ,
その機会や摂取量は減少しており,その原因としては他の

くだものや嗜好品の摂取が年齢層の低下に従って増加する

こと,リ ンゴの持つ健康への効果や機能性といった部分ヘ

の関心が,若い年齢層では弱いことが挙げられる。

○リンゴのイメージ :

1999年の設間項目を,食味に関する項目 (甘味,酸味 ,

肉質)と ,健康に関する項目 (栄養,機能性)に わけて因

子分析を行った結果,寄与率が低いため,十分な説明とは

言い難いものの (表 3,4),食生活の中におけるリンゴ
の位置づけは,嗜好品としてと,機能性食品としての 2つ

の側面があることがうかがえた。

また,リ ンゴの輸入に関する質問に対して,そ の購入に

抵抗を感じる消費者が多く,その理由として安全性への不

安を挙げる声が最も多かったことから (データ示さず),

逆に国内産のリンゴには安全な食品としてのイメージがあ

ると考えられる。

しかし,嗜好品としてのリンゴの存在感は以前と比較 し

て減少していると思われるため,機能性や安全性など, こ

れまでと違った点で差別化を図ることも必要と思われた。

○リンゴの食味,外観に関する指向の変化 :

リンゴを購入する際に考慮する点に関する設問項目につ

いて,食味 (甘さ,酸味,果汁),外観 (形 ,大 きさ),果

実を間接的に評価するもの (日 持ち,値段,宣伝広告)に
分類し,因子分析を行った結果,高い寄与率が得られ,中
でも食味が最も重要視されていた (表 1)。

また,1998年に行ったリンゴの甘酸の指向に関する設問

では,「甘い」または「比較的甘い」 リンゴを好むとした

回答が全体の約50%と なり,逆に「酸っぱいJま たは「比

較的酸っぱい」リンゴを好むという回答は約8%と なった。
なお,この傾向に年代による差は見られず (データ示さの ,

酸味の強いリンゴ品種が敬遠される傾向は年代を問わない

ことが示された。

また, `ふ じ'以外の品種を求める声 も過半数を超え

1)1998年設問内容 (一部抜粋)と 調査結果

・ リンゴを購入する際 次の点を気にしますか

1)果実の着色 2)果 実の大きさ 3)果 実の形 4)甘 みの多少
5)酸 味の多少 6〉 果実の多少 7)歯 ざわり硬さ の 日持ち性
9)宣 伝広告等 10〉 値段   以 _しについては共通回答
非常に考慮する・ かなつ考慮する・ 少 し考慮する・考慮 しな tュ
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表 1 因子負荷量 (回転後/バ リマックス法) 表2 固有値 (回転後/パ リマックス法)

因子 1 因子 2 因子 3

色

大きさ

形
甘味

酸味

果汁
硬さ

日持ち

宣伝

値段

0340
0173
0222
0683
0666
0666
0526
0297
0088
0130

0497
0629
0 735

0331
0 180

0 134

0 166

0 146

0 217

0128

0248
0252
0 136

0147
0070
0282
0297
0699
0402
0571

1 390

1 106

309
246

13 9

111
2

3

2)1999年設問内容 (一部抜粋)

リンゴを対しどのようなイメージをもっていますか ?

1)形や着色 2)甘 みの多少 3)酸味の多少 4)果汁や肉質
5)特有の香り 6)日 持ち性 7)栄養価 8)健康維持効果
9)饉口惑 10)高級感 11)食後のデザート 12)お やつや間食
13)食べやすさ (手軽さ)14)贈答品   以上については共通回答
とても重野 重要・豊通・あまり気にしない・全く気にしない

☆食生活に占めるリンゴの位置づけ|`?

かなり重要・重要・普通・あまり重要でない。全く重要でない
 `国議      日 かなり重要

あまり菫整でない

10食  20代  311代   4●R  6o代  60^以上

図 1 食生活に占めるリンゴの位置づけ

表 4 固有値     (回 転後/バ リマックス法)

1276

3)2000年設問内容 (一部抜粋)と調査結果

表3 因子負荷量 (回転後/パ リマックス法)

因子 1 因子 2

0 160

0045
0089
0060
0209
0457
0749
0644
0325
0417
0163
0236
0223

熙彗窄率               0195            0322

表 5 単純集計と判別分析の結果

は い

果形

甘み

酸味

肉質

香り
日持ち

栄養
機能性

値頃感

高級感
デザート

おやつ

手軽さ

0386
0680
0623
0589
0358
0237
0012
0121
0156
0075
0 138

0 180

0393

・リンゴの消費に関わることについておうかがいします

1)食べたい他の嗜好品が沢山ある 2)他の果物をよく食べる
3)大 きすぎて一度に食べきれない 4)皮を●・いて食べるのが面倒
5)購入時,味のバラツキが,い配 6)ゆ っくり味わう時間がない
7)近頃のリンゴはおいしくない 8)お じ以外のリンゴが食べたい
91 値段が他のくだものより高い 10)宣伝や情報が少ない

11)健康のためにリンゴを食べている

以上については共通回答   はい・いいえ
☆昔に比ベリンゴを食べる機会や量が変わりましたか

多くなった・変わらない 少なくなった

リンゴ以外の果物
大きすぎる

皮をむくのが面倒
味のバラツキ

味わう時間がない

おいしくない
`ふ じ'以外

値段が高い

宣伝や情報が少ない

健康のため

７３

９６

‐５

‐８

”

電

２９

３７

６３

‐４

２３０

‐１３

９３

‐８８

５２

３０

‐７５

６８

２４２

‐９３

0 149

0591
0670
1 002

0552
0880
0373
0569
0 092

1 460

いいえ

(表 5),リ ンゴの食味に多様性を求めていることがうかが

えた。

4 ま  と  め

今回の調査により,消費者のリンゴに対する嗜好や購買

に対する意識の変化が明らかになった。

相関比 0086

しかし,これまでの設間では,果色や果形に関する嗜好

など,触れていない部分も多く,消費者が求めるリンゴの

姿が完全に明らかにはなっていない。また,調査対象につ

いても偏りが存在していることから,今後はこれらの点に

対して検討を行う必要がある。
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